平成24年度「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」採択課題
【九州バイオリサーチネット支援】　　　
南西諸島の飼料自給率を高める飼料用サトウキビとエコフィードTMR＊の利用技術の確立　（2012～2014年度）
共同研究機関：(独)農業・食品産業技術総合研究機構九州沖縄農業研究センター（代表機関）、中央農業研究センター、鹿児島農業開発総合センター、鹿児島県大島支庁徳之島事務所、鹿児島県徳之島町役場、沖縄県農業研究センター
研究概要：南西諸島では全国の13％の肉用子牛が生産され、サトウキビに次ぐ基幹農業である。しかし、小さな島々のために耕地が限られ、飼料生産基盤が脆弱で購入飼料の依存率が高いため、経営を圧迫している。
九州沖縄農業研究センターは、平成23年、乾物収量が基幹牧草ローズグラスの２倍に達する南西諸島向けの飼料用サトウキビ「しまのうしえ」を育成した。さらに、九州特有のエコフィード資源である焼酎粕の飼料化技術を開発した。そこで飼料用サトウキビとエコフィードを活用して飼料自給率を飛躍的に高める技術を確立・普及する。　飼料用サトウキビでは最適収穫時期、施肥体系、肥培管理を明らかにし、大規模サイレージ調製技術を確立する。エコフィード利用では焼酎粕とバガスを主原料に、原料の一次貯蔵技術、TMRの安定調製技術を開発し、飼料用サトウキビとエコフィードを活用した飼料給与方法を明らかにする。これらについて現地における評価や経済性を踏まえた飼料用サトウキビとエコフィードの混合調製・利用方式を確立、南西諸島における「自給飼料活用型子牛生産技術」を確立する。
研究終了時では飼料用サトウキビ70ha、TMR生産量1400t/年の普及を見込んでおり、南西諸島の肉用牛の飼料自給率を現状の50％から70％に向上させ、畜産農家の収益の安定、向上を達成する。
＊ＴＭＲ：混合飼料のことで、粗飼料と濃厚飼料を混合して調製・給与する方法
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